
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
科
学

新
屋
裕
太

（
東
京
大
学
発
達
保
育
実
践
政
策
学
セ
ン
タ
ー
）

C
ed
ep
（
発
達
基
礎
領
域
）

発
達
基
礎
領
域
の
目
的

眠
る
、
食
べ
る
、
遊
ぶ
、
な
ど
の

基
礎
的
な
活
動
が
、
養
育
者
や
環

境
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
ど
の
よ

う
に
獲
得
さ
れ
る
か
？

乳
幼
児
の
身
体
や
脳
に
関
す
る
行
動
・
生
理
デ
ー
タ
の
計
測

新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
た
計
測
・
分
析
手
法
の
開
発

本
日
の
発
表

1.
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
を
科
学
的
に
理
解
す
る

泣
き
の
運
動
生
理
学

睡
眠
の
発
達

2.
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
の
計
測
手
法
を
開
発
す
る

赤
ち
ゃ
ん
用
セ
ン
サ
ー
ス
ー
ツ

音
遊
び
シ
ス
テ
ム
（
身
体
運
動
可
聴
化
技
術
）



１
．
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
を
科
学
的

に
理
解
す
る

赤
ち
ゃ
ん
の
「
泣
き
」

泣
く
と
き
に
赤
ち
ゃ
ん
の
か
ら
だ
（
運
動
・
生
理
面
）
で

は
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？泣
き
の
量
は
生
後
1-
2ヶ
月
が
ピ
ー
ク

1日
平
均
2時
間
（
Ba
rr
, 1
99
0）

最
も
早
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
段
の
一
つ

☆
養
育
者
に
と
っ
て
も
適
切
な
関
わ
り

の
た
め
に
重
要
な
手
が
か
り

研
究
の
目
的

乳
児
（
３
ヶ
月
児
）
が
自
然
発
生
的
に
泣
く
場
面
に
お
い
て
、

自
発
運
動
・
発
声
を
測
定
し
、
自
律
神
経
活
動
（
心
電
図
・

体
温
等
）
と
の
関
連
を
調
べ
る

研
究
の
方
法

参
加
児
：
３
ヶ
月
児
32
名
（
女
児
16
名
、

日
齢
平
均
94
.5
日
；
90
-1
04
日
）

手
続
き
：
自
然
発
生
的
に
泣
き
出
す
前
後
の

自
発
的
な
動
き
を
加
速
度
セ
ン
サ
ー
に
よ
り

測
定
し
、
心
拍
数
・
体
温
を
測
定
す
る



赤
ち
ゃ
ん
が
「
泣
く
」
と
き
の
動
き

乳
児
（
３
ヶ
月
児
）
の
泣
い
て
い
な
い
と
き
の
映
像

赤
ち
ゃ
ん
が
「
泣
く
」
と
き
の
動
き

乳
児
（
３
ヶ
月
児
）
の
泣
い
て
い
る
と
き
の
映
像

身
体
・
生
理
状
態
の
時
間
的
変
化
の
例

ど
う
変
化
す
る
か
？

研
究
の
結
果

動
き
の
量
が
増
加
し

た
一
方
で
、
突
発
的

な
動
き
が
増
加
し
、

協
調
性
も
減
少

心
拍
数
が
増
加

心
拍
数
の
ゆ
ら
ぎ
は

全
体
的
に
低
下

→
副
交
感
神
経
系
の

活
動
低
下
を
反
映

※
副
交
感
神
経
：
自
律
神
経
系

の
う
ち
心
身
の
緊
張
緩
和
（
リ

ラ
ッ
ク
ス
等
）
に
関
わ
る
神
経



サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
熱
画
像
）
の
比
較

泣
い
て
い
な
い
と
き

泣
い
て
い
る
と
き

現
在
ま
で
の
ま
と
め

３
ヶ
月
児
が
泣
く
時
に
は
、
自
発
的
な
動
き
が
増
加
す
る
が
、

流
暢
さ
や
協
調
性
は
減
少
す
る

動
き
の
変
化
に
応
じ
て
、
心
拍
数
は
増
加
し
、
心
拍
数
の

変
動
（
ゆ
ら
ぎ
）
が
減
少
す
る
（
心
身
の
緊
張
を
反
映
？
）

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
発
達
的
に
ど
う
変
化
す
る
か
？

→
泣
き
方
・
文
脈
の
多
様
化
、
脳
発
達
と
の
関
連

泣
き
の
予
兆
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

→
新
生
児
医
療
、
ス
マ
ー
ト
保
育
へ
の
応
用

今今
後
の
課
題

寝
姿
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
眠
り

Q
:赤
ち
ゃ
ん
は
ど
の
よ
う
な
眠
り
を
し
て
い
る
の
か
、

わ
か
り
ま
す
か
？

寝
姿
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
眠
り

睡
眠
脳
波
か
ら
わ
か
る



睡
眠
行
動
学
的
な
指
標
（
就
寝
時
間
、
起
床
時
間
、

睡
眠
時
間
et
c）
だ
け
で
赤
ち
ゃ
ん
の
眠
り
を

十
分
理
解
で
き
る
か
？

睡
眠
生
理
学
的
指
標
（
脳
波
et
c）
に
よ
る

赤
ち
ゃ
ん
の
眠
り
の
型
の
発
達
プ
ロ
セ
ス
の
検
討
が
重
要

寝
姿
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
眠
り

睡
眠
脳
波
か
ら
わ
か
る

２
．
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
の
計
測

手
法
を
開
発
す
る

乳
児
の
活
動
の
計
測

乳
児
の
日
常

※
養
育
者
に
よ
る
抱
っ
こ

Xe
no
m
a社
Es
ki
n

（
ht
tp
s:
//
xe
no
m
a.
co
m
）

ス
ー
ツ
の
伸
縮
（
歪
み
）
か
ら
動
き
の
量
を
数
値
化
す
る
こ
と
が
出
来
る

伸
縮
性
・
耐
久
性
に
優
れ
、
洗
濯
も
で
き
る
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
ス
ー
ツ



乳
児
用
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
ス
ー
ツ

“E
-s
ki
n 
C
oo
”

E-
sk
in
 c
oo

赤
ち
ゃ
ん
用
ス
ー
ツ
の

開
発
・
商
品
化
（
Xe
no
m
a）

妥
当
性
検
証
実
験
（
多
賀
研
究
室
）

→
乳
児
の
運
動
の
み
を
安
全
に
計
測
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
！

抱
っ
こ
し
て
い
る
時
の
赤
ち
ゃ
ん
の

動
き
を
数
値
化
（
見
え
る
化
）
す
る

乳
児
用
ソ
ニ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
赤
ち
ゃ
ん
の
音
遊
び
シ
ス
テ
ム
の
開
発
―

x

（
Fu
jii,
 W
at
an
ab
e,
 O
oh
as
hi
, H
ira
sh
im
a,
 N
oz
ak
i, 
&
 T
ag
a,
 2
01
4)

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
を

利
用
し
た
乳
児
の
リ
ズ
ム
知
覚
の
実
験

乳
幼
児
用
セ
ン
サ
ー
ス
ー
ツ
の
開
発

(F
uj
ii,
W
at
an
ab
e,
 &
 T
ag
a,
 in
 p
re
p)

Fr
ee
dr
um
Vi
rt
ua
l D
ru
m
 K
it

(h
tt
ps
://
w
w
w
.fr
ee
dr
um
.ro
ck
s/
)

手
足
の
動
き
を
音
声
に
変
換

す
る
身
体
可
聴
化
技
術

「
人
が
音
楽
を
楽
し
む
の
は
い
つ
か
ら
？
」

関
連
SE
ED
研
究

「
身
体
運
動
可
聴
化
技
術
を
用
い
た
乳
児
の
音
遊
び
行
動
と

そ
の
生
理
的
機
構
」

「
成
人
用
エ
ア
ド
ラ
ム
デ
バ
イ
ス
を
用
い
た
乳
児
身
体
運
動

の
可
聴
化
及
び
楽
譜
化
へ
の
取
り
組
み
」

手
足
の
動
き
が
増
加

規
則
的
な
リ
ズ
ム
の

動
き
に
変
化
！

・
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
の
よ
う
な
音
が

好
み
な
の
か
？
（
ぐ
ず
り
に
く
い

か
？
）

・
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
の
よ
う
な
演
奏

を
す
る
の
か
？



C
ed
ep
赤
ち
ゃ
ん
ラ
ボ
が
で
き
ま
し
た

現
在
、
6-
12
ヶ
月
児
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
様
（
東
京
都
近
郊
に
お
住
ま
い
の
方
）

を
対
象
に
し
た
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記

の
ア
ド
レ
ス
ま
で
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

E-
m
ai
l: 
la
bo
_c
ed
ep
@
p.
u-
to
ky
o.
ac
.jp

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
医
学
部

1号
館
SC
20
6号
室

乳
幼
児
期
の
認
知
・
情
動

の
発
達
や
養
育
者
と
の
関

わ
り
を
調
べ
る

ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー
を
用
い

た
視
線
計
測
、
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
生

理
計
測
な
ど

展
望
：
保
育
と
の
「
Br
id
ge
」

「
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
科
学
」
の
意
義

私
た
ち
の
心
身
、
社
会
/文
化
の
理
解
へ

保
育
・
教
育
現
場
へ
の
応
用
、
政
策
提
言

（
例
）
睡
眠
環
境
の
整
備
、
ス
マ
ー
ト
保
育
と
連
携

今
後
の
課
題

「
赤
ち
ゃ
ん
研
究
」
の
社
会
的
発
信

「
あ
ら
ゆ
る
学
問
は
保
育
に
繋
が
る
」

→
学
際
的
・
分
野
横
断
的
な
発
達
研
究

謝
辞

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
子
さ
ま
，

保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
，
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

＜
共
同
研
究
者
＞

多
賀
厳
太
郎
（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
）

渡
辺
は
ま
（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
）

佐
治
量
哉
（
玉
川
大
学
脳
科
学
研
究
所
）

續
木
大
介
（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
）

藤
井
進
也
（
慶
應
大
学
環
境
情
報
学
部
）

奥
絢
介
（
慶
應
大
学
環
境
情
報
学
部
）


